
ディサナヤケ・スリランカ大統領の訪日（概要）
９月27日～ 10月１日の日程でスリランカのアヌラ・クマーラ・ディサナヤケ大統領
が2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）賓客として訪日。
首脳会談のほか、ディサナヤケ大統領による大阪・関西万博ナショナルデーイベン
トやジェトロ・ビジネスフォーラムへの出席、天皇陛下との御会見等を実施。
「包括的パートナーシップ」の下での更なる関係強化を確認し、共同声明を発出。

令和７（2025）年９月
外務省南西アジア課

「包括的パートナーシップ」の下、幅広い分野で引き続き連携していくことで一致。主な成果は以下のとおり。
＜①インド洋の平和と安定に向けた協力＞
「自由で開かれたインド太平洋(FOIP)」の実現に向けた連携を確認。安全保障面での協力を強化し、
地域の安定や安全保障環境の維持・強化に貢献にすべく、初の対スリランカOSA案件として警戒監
視・災害対処用無人航空機（UAV）の供与(５億円)に関する交換公文に署名。

＜②スリランカの安定と発展のための協力＞
ディサナヤケ政権が進める国民和解に資するものとして、北部・東部州の低所得・小規模酪農家の生計
向上のための無償資金協力「酪農セクター生産性向上計画」(4.63億円)に関する交換公文に署名。
汚職対策に代表される「クリーンスリランカ」の取組を歓迎し、引き続き支援する旨表明。
スリランカの安定的な経済発展のため、地デジや送電線等の既存の円借款事業の着実な推進を確認。
グローバルサプライチェーンへの参画を進め、日本からの投資を促進するため、「輸出志向型産業回廊構
築に向けたロードマップ」 に基づく議論を深めていくことで一致【注】 。更なるビジネス環境改善やIMFとの
合意に基づく改革の継続を確認。

【注】 TICAD9で発表された「インド洋・アフリカ経済圏イニシアティブ」が掲げるインド、中東諸国及びアフリカの連結性強化にも資する取組。

１．首脳会談の主な成果

防衛・安全保障、債務再編、経済協力、経済・投資、汚職対策・国民和解、人的・文化交流といった二
国間協力の他、FOIP、海洋、国連、核軍縮・不拡散等の協力を確認。

２．日スリランカ共同声明

（写真提供：内閣広報室）
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【式典出席等】
大阪・関西万博ナショナルデーイベントへの出席（パビリオン視察、ND公式式典、文化行事）
スリランカ政府主催レセプション、スリランカ・コミュニティーとの会合

【皇室・政府・国会】
天皇陛下との御会見
日スリランカ首脳会談及びワーキング・ランチ、署名式・共同記者発表
中谷防衛大臣、加藤財務大臣による表敬
日スリランカ議連主催朝食会

※同行していたヘーラット外相と岩屋外相との間で日・スリランカ外相会談も実施
【経済関係者その他行事】
ビジネスリーダーとの会談、ジェトロ・ビジネスイベント、石黒ジェトロ理事長との会談
田中JICA理事長による表敬

万博ナショナルデー
イベントへの出席 日・スリランカ首脳会談 ODA及びOSAの

署名交換式

（参考）ディサナヤケ大統領訪日の主な日程

日・スリランカ外相会談
（写真提供：内閣広報室） （写真提供：内閣広報室）


